
平成２０年度環境監視結果年報の概要 
 

１ 結果取りまとめの対象期間 

平成２０年４月から平成２１年３月まで 

 

２ 環境監視の項目 

（１）空港島等の存在に係る項目 

鳥類（カモメ類等水鳥・カワウ） 

（２）空港の供用に係る項目 

一般環境大気質、騒音及び鳥類（タカ類等渡り鳥） 

 

３ 評価の内容（総合評価） 
 
 
（1） 空港島等の存在に係る環境監視結果 

ア 過年度データとの比較 

鳥類（カモメ類等水鳥・カワウ）について、過年度データとの比較をした

結果、環境監視結果では、空港島等の存在による大きな変化はみられなかっ

た。 

 

（2） 空港の供用に係る環境監視結果 

ア 環境基準値等との比較 

一般環境大気質については環境基準値や指針値と、航空機騒音については

環境基準値と比較した結果、環境監視結果は、次の場合を除いて環境基準値

または指針値以下であった。 

・常時監視局である苅屋局並びに定期監視を行っている美浜町上野間にお

いて、光化学オキシダント（Ox）が環境基準値を上回っていた。この監

視結果を愛知県が実施した周辺の一般環境大気測定局における測定結

果と比較した結果、ほぼ同様の傾向であった。 

 

イ 過年度データとの比較 

空港の供用に係る全ての項目について、過年度データとの比較をした結

果、環境監視結果は、ほとんど変化がなかった。 

 

（3） まとめ 

平成 20 年度の環境監視結果では、空港島等の存在及び空港の供用に伴う

環境への影響はほとんど認められなかった。 
 
 

（参考）補足調査結果（水質、底質及び汀線調査） 

平成 20 年度の調査結果は、過年度データと比べて、水質及び底質については

概ね過去の変動の範囲内にあり、汀線については概ね安定しており大きな変化は

みられなかった。 
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